



















実験方法 1)供試菌 チブス菌 Ebeγthelatyphosa，伝染病研究所で筆者が累代培養してい
た保存菌株 (T.D株). 2)殺菌カ試験t後培養にもちいた培養基の組成はっきの遁りである.
肉エキス 10g， ペブトン10g， NaCl I.5g， 燕溜水1000cc以上を混和， 煮沸溶解したのち pH
7.0に反応修正後措過し，この増養液を lOccあて中試験管仁分注， 120oC， 15分， 1回高圧
滅菌をした. 3)供試薬 硫酸ニコチンは当時の農林省農事試験場化学部佐藤庄太郎博士から






6)作用試験管仁チブス菌を接種したのち一定時間ごと仁，即ち5分. 10分， 15分， 30分， 1 
時間， 2時間， 3時間， 6時間， 24時間固に接種試験溶液を正確にl白金耳あて後培養のための
中性ブヰヨン仁移殖し，これを370C，24時間培養してのちチフス薗繁殖の有無を肉眼でしらぺた.
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ひた供試薬は三共農薬製「メルクロγ」で，実験施行明日は 1943年 10月29日より 11月3日
仁わたって行った.
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第 2表 酪酸フエノー ル水銀のチフス菌に対する殺菌効果〈非加熱区〉
葵 液 a喪 度
作用時間
100倍 200倍 1000倍 2∞0倍 100∞倍 対照
5分 + + + + 
10 + + 
15 + + 











100倍 200倍 1∞0倍 20∞倍 10000倍 対照
5分 + + + + 
10 + + + 
15 + + + 
30 + + 
1時間 + + 
2 + + 














し， 滅菌蒸溜水で 10傍稀釈法によって!恒夫中試験管仁容量 10ccあての 100倍， 1，000倍，




た. 5)供試薬 日本特殊農薬株式会祉発売 Folidol-E605乳剤(diethyI-paranitrophenyI
thiophosphate 46.6%，特殊乳化剤53.4%含有). 6)実験期日 1953年3月12....14日.
第4表 ホリド【)vの大腸菌に対する殺菌効果
藁 波 漫 度
作用時間
10倍 1∞倍 10∞倍 1∞00倍
5分 t t t t 
10 + t t t 
15 + t t t 
30 t t 
く接種菌量1白金耳， 370C， 24時間後培養成績〉
第5表 菌量を異にした大腸菌に対するホリド【)v10倍液の殺菌効果
作 用 時 問
接種商量
5分 10分 15分 30分
多量 (0.5cc) t t + + 
中量 (0.05cc) t + + 
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